
鹿児島県からのお知らせ
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県政
トピックス

12月18日（水）

　
伊
藤
知
事
が
県
民
と
直
接
対
話
を
行
う
「
知
事

と
語
ろ
会
」を
、「
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ
会
」と

題
し
て
指
宿
市
に
お
い
て
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
19

人
が
出
席
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
知
事
が
県
政
概
要
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
後
、
農
業
や
観
光
な
ど
各
分
野

の
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。第
二
部
で
は
、
知
事
と

地
域
リ
ー
ダ
ー
が
会
食
し
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
南
薩
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合

っ
た
。

　
ま
た
、
知
事
は
語
ろ

会
に
先
立
ち
、
指
宿
市

内
の
指
宿
港
海
岸
や
、

鰹
節
生
産
工
場
、
ソ
ラ

マ
メ
ほ
場
な
ど
を
視
察

し
た
。

12月27日（金）

　「
か
ご
っ
ま
お
ご
じ
ょ
委
員
会
」
を
代
表
す
る

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
6
人
か
ら
県
政
全
般
に
関

す
る
政
策
提
言
が
伊
藤
知
事
に
提
出
さ
れ
た
。

　
同
委
員
会
は
、
女
性
の
知
恵
や
感
覚
を
県
政
に

一
層
活
か
す
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
5
回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
、
活
発
な
議
論

を
行
い
、「
観
光
・
文
化
」や「
教
育
・
子
育
て
」、「
雇

用
・
社
会
進
出
」
な
ど
6
つ
の
分
科
会
ご
と
に
提

言
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
県
と
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
政
策
提
言
に
つ
い

て
、
県
民
の
方
々
に
広
く
周
知
を
行
う
と
と
も

に
、
平
成
26
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
具
体

的
な
施
策
の
展
開
を

図
り
、
そ
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

地域リーダーと語ろ会

かごっまおごじょ委員会「提言書」提出
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月

日(

土)

九
州
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
交
流
フ
ェ
ア
2
0
1
4
in
鹿
児
島

1

18
月

日(

水)

鹿
児
島
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
交
流
会
議

1

22
月

日(

水)

県
・
市
町
合
同
公
売
会

1

29
月

日(

火)

人
権
同
和
問
題
県
民
の
つ
ど
い

2

4
月

日(

水)

鹿
児
島
県
森
林
・
林
業
振
興
大
会

2

5
月

日(

日)

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

奄
美

2

9
月

日(

月)

年
末
年
始
の
地
域
安
全
運
動

12

16
月

日(

火)

観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
会
長
表
彰

12

17
月

日(
水)

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ
会

12

18

★
月

日(
金)

か
ご
っ
ま
お
ご
じ
ょ
委
員
会「
提
言
書
」提
出

12

27

★
月

日(

日)

桜
島
大
正
噴
火「
防
災
」1
0
0
年
式
典

1

12

★
月

日(

金)

明
治
維
新
1
5
0
周
年
記
念

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1

17

★
月

日(

金)

鹿
児
島
の
夕
べ

1

24

★
月

日(

土)

鹿
児
島
空
港
利
用
旅
客
2
億
人
感
謝
セ
レ
モ
ニ
ー

2

1

★
月

日(

土)

県
立
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

2

1

★★

～

月

日(

金)

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
か
ご
し
ま
2
0
1
4

2

7

月

日(

日)

2

9

桜
島
火
山
爆
発
総
合
防
災
訓
練

月

日(

日)

1

12



15

1月12日（日）

桜島大正噴火「防災」100年式典

　
平
成
26
年
1
月
12
日
は
桜
島
大
正
噴
火
か
ら

1
0
0
年
の
節
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
過
去

の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、
県
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
式
典
を
桜
島
総
合
体
育
館
で
開
催

し
た
。

　
地
元
住
民
の
ほ
か
、防
災
関
係
者
、移
住
関
係

者
な
ど
約
7
5
0
人
の
出
席
の
も
と
、
大
正
噴

火
被
災
者
へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
、
功
労
者
へ
の

表
彰
、
当
時
の
体
験
談
を
基
に
し
た
動
画
の
上

映
、
防
災
講
演
、
地
元
の
小
中
学
生
に
よ
る「
防

災
の
誓
い
」な
ど
を
行
っ
た
。

　
併
せ
て
、大
正
噴
火

お
よ
び
そ
の
後
の

1
0
0
年
を
総
括
す

る
内
容
の
記
念
誌
を

発
刊
し
た
。

1月17日（金）

　
日
経
ホ
ー
ル
（
東
京
）
に
お
い
て
「
明
治
維
新

1
5
0
周
年
記
念
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

〜
薩
摩
か
ら
新
た
な
時
代
へ
〜
」が
開
催
さ
れ
た
。

　
渡
邊
あ
ゆ
み
氏（
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）か
ら

番
組（
N
H
K「
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
」）を
通
し

て
知
っ
た
薩
摩
の
魅
力
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
ほ
か
、

神
奈
川
県
と
の
交
流
の
一
環
で
伊
藤
知
事
と
黒
岩

神
奈
川
県
知
事
に
よ
る
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
や

原
口
泉
氏（
志
学
館
大
学
教
授
）、
島
津
家
33
代
島

津
忠
裕
氏
、
外
川
淳
氏（
歴
史
ア
ナ
リ
ス
ト
）ら
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー

独
自
の
視
点
で
薩
摩
の

先
進
性
な
ど
に
つ
い
て

語
ら
れ
た
。

　
定
員
6
0
0
人
の
募
集

に
対
し
1
3
0
0
人
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
。

1月24日（金）

　
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
鹿
児
島
の
特

産
品
や
観
光
の
P
R
を
行
う
「
鹿
児
島
の
夕
べ
」

を
開
催
し
、
鹿
児
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
約

8
0
0
人
が
出
席
し
た
。

　
今
回
は
、「〝
昔
も
・
今
も
・
こ
れ
か
ら
も
〞
時

代
に
挑
戦
す
る
鹿
児
島
〜
明
治
維
新
1
5
0
周

年
に
向
か
っ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
明
治
維
新
期

の
鹿
児
島
や
、
本
県
の
2
つ
の
発
射
場
か
ら
打
ち

上
げ
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
、
日
本
最
大
級
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
な
ど
、
未
来
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
鹿
児

島
を
紹
介
・
展
示
す
る
と
と
も
に
、
県
産
の
農
林

水
産
物
や
特
産
品
、
郷

土
料
理
な
ど
の
紹
介
・

提
供
を
行
っ
た
。

　
伊
藤
知
事
は
大
島
紬

に
身
を
包
み
、本
県
の
多

彩
な
魅
力
を
P
R
し
た
。

明治維新150周年記念カウントダウンシンポジウム

鹿児島の夕べ
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2月7日（金）～9日（日）

　
5
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
天
然
芝
2
面
、
人
工

芝
1
面
の
競
技
場
と
、
そ
の
周
囲
に
本
県
産
の
木

材
を
使
用
し
た
観
客
席
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど

が
整
備
さ
れ
た
県
立
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
伊
藤
知
事

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
。知
事
の
始
球
式
に
続
く
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
F
C
と
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
ゲ
ー
ム
お
よ
び

ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
の
交
流
戦
が
行
わ
れ
、
詰
め

か
け
た
多
く
の
観
客
か

ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
フ
ラ
ワ
ー
フ

ェ
ス
タ
イ
ン
か
ご
し
ま
2
0
1
4
」
が
か
ご
し
ま

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
、
県
民
の
方
々
に
た
く

さ
ん
の
花
と
触
れ
合
っ
て
い
た
だ
き
、
暮
ら
し
の

中
で
花
や
緑
が
よ
り
一
層
身
近
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
県
な
ら
び
に
花
の
生
産
や
流
通
・
販
売
に
関

わ
る
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い

る
。

　
会
場
は
、
約
2
万
本
の
花
で
彩
ら
れ
、
県
内
各

地
で
生
産
さ
れ
た
花
の
装
飾
展
示
を
は
じ
め
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
体
験
教

室
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
花
と
の
触
れ

合
い
を
楽
し
ん
だ
。

フラワーフェスタインかごしま2014

9月14日（土）～9月15日（日）

県立サッカー・ラグビー場オープニングセレモニー

2月1日（土）

2月1日（土）

鹿児島空港利用旅客2億人感謝セレモニー

　
鹿
児
島
空
港
利
用
旅
客
2
億
人
達
成
を
記
念

し
て
、
国
、
県
、
空
港
ビ
ル
、
航
空
会
社
な
ど

に
よ
り
「
鹿
児
島
空
港
利
用
旅
客
2
億
人
感
謝

セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
空
港
長
や
県
企
画
部
長

の
あ
い
さ
つ
の
ほ
か
、
利
用
客
へ
の
記
念
品
贈

呈
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
鹿
児
島
空
港
は
、
昭
和
47
年
4
月
に
現
在
地

に
移
転
・
開
港
し
、
現
在
、
国
内
線
・
国
際
線

合
わ
せ
て
20
路
線
が
運
航
、
年
間
約
5
0
0
万

人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
本
年
3
月
30
日
に
は

香
港
線
が
就
航
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
鹿

児
島
空
港
は
、
鹿
児
島

県
の
空
の
玄
関
口
と
し

て
、
ま
す
ま
す
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
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